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Δθ = -5

背景

純粋せん断に近い状態の層間せん断強さの速度依存性を評価いたします。

FRPの層間せん断強さの速度依存性評価

Cat.No 3D6J-060-00-260727

● 従来の目違い切欠き圧縮法では、拘束ジグとの
摩擦によって、層間せん断強さが実際より高く
評価される可能性があります。
特に高速試験ではその影響が大きくなることが
懸念されます。

● 当社では目違い切欠き引張法とデジタル画像相
関法（Digital Image Correlation; DIC）を組み合わ
せることで、摩擦の影響を受けず、低速～高速
域で純粋せん断に近い状態の層間せん断強さ
を評価できます。

図1 層間せん断強さ評価方法概略図

評価事例 (一方向性CFRP積層板の層間せん断強さの速度依存性)

● 本事例のCFRP積層板(マトリックス樹脂：エポキシ)では、L=3.2、W=12.5、T=5 (mm) が最適形状であり、その形状での各速
度のθを図4に示します。全速度でΔθ=0±5°になり、純粋せん断に近い状態になっていました。

● 各速度の層間せん断強さを図5に示します。速度が増加するほど、強度が増加しており、速度依存性が認められました。
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が解析できます。

評価方法の特徴

● 評価の手順

● 切欠き間の変形挙動をDIC解析し、図2に示す角度θからせん断
変形度合いを定量評価できます。純粋せん断では、θ＝45°と
なり、Δθ（＝θ−45°）が0に近いほど純粋せん断に近いことを
示します。（方法特許出願中)

● 図3に示す試験片形状パラメータ(L、W、T)を最適化することで純
粋せん断に近い変形状態を実現し、せん断ひずみ速度10⁻³ ～ 
10³/s の層間せん断強さを高精度に評価できます。
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※材料や積層構成等で最適形状は変わります

図2 θの定義 図3 試験片形状

最大主
ひずみ
方向 破断面

正面 側面

単位：mm

図4 各速度の試験片中心の破断面と最大主ひずみ方向のなす角度(θ) 図5 各速度の層間せん断強さ


